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「Cell」はどうなった？ 
 

酒井 寿紀（Sakai Toshinori） 酒井 IT ビジネス研究所 
 
「Cell」は歴史に変革をもたらす？ 
「Cell」とは、2001 年から 2005 年に

かけてソニー、東芝、IBM の 3 社が共同

開発した高性能の CPU チップである。1
つの LSI に、1 個の汎用 CPU コアと、8
個の演算用コアを搭載した、ヘテロジニ

アスな（異種要素からなる）マルチコア

の CPU であることが特長だ。汎用 CPU
コアには IBM の Power が使われた。 

2005 年 5 月号の本コラム「「Cell」は

どうなる？」に記したように、ソニーの

Cell 開発推進者は、これを各種の AV 機

器に使っていく予定で、世界中のコンピ

ュータに Cell が組み込まれれば、コンピ

ュータの歴史に変革をもたらすと言って

いた。小生は本計画に疑問を呈し、前記

コラムに「Cell に過剰な期待をすると裏

切られるおそれが大きいと思われる」と

記した(1)。 
それから 8 年経った現在、Cell の適用

製品はどうなっただろうか？ 主な製品

について見てみよう。 
 

ソニーの PlayStation は？ 
ソニーは Cell を、2006 年 11 月に発売

された PlayStation 3 に使用した。そして、

2013 年 2 月に次世代の PlayStation 4 の

概要が発表された。その CPU には AMD
の X86 系が使われ、グラフィック処理の

GPU には AMD の Radeon が使われると

いう。これらが 1 つの LSI に搭載される

ヘテロジニアスなマルチコアである点は

Cell と同じだが、アーキテクチャが異な

るため PS 4 は PS 3 と互換性がなく、PS 
3 のゲームソフトは使えない。ユーザーに

不便を強い、ゲームソフトの開発者に大

きな負担となるが、ソニーはハードウェ

アの開発費の削減のために互換性を犠牲

にする決断をしたのだと思われる。 
本LSIは世界最大のファウンドリ(半導

体の受託製造会社)である台湾の TSMC
で製造されると言われている。設備投資

をすることなく世界トップクラスの製造

ラインで生産できることも今回の方針決

定に大きく影響したのではないかと思わ

れる。 
 

IBM のスーパーコンピュータは？ 
IBMはCellを強化したLSIを開発し、

Roadrunner というスーパーコンピュー

タに使用した。これは史上初めて 1 ペタ

Flops (毎秒 1,000 兆回の浮動小数点演算

の実行)を実現し、2008 年 6 月から 2009
年 6 月まで TOP500 というスーパーコン

ピュータのランキングでトップの座を占

めた。 
前記コラムに、「スーパーコンピュータ

には、それが Cell になるかどうかは別に

して、将来ヘテロジニアスなマルチコア

が有力な選択肢になると思われる」と記

したが、Roadrunner はこれを実現した(2)。 
その後、ヘテロジニアスな構成のスー

パーコンピュータが増えたが、その実現

方法はほとんど汎用の CPU と GPU を組

み合わせるもので、現在スーパーコンピ

ュータの上位 30システム中 6システムが

そうした構成である。 
IBM は 2009 年に Cell のエンハンス計

画を中止した。Roadrunner は米国のロス

アラモス国立研究所で使われてきたが、
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同研究所は 2013 年 3 月、陳腐化のためこ

れを解体すると発表した。 
 

東芝のテレビは？ 
東芝は Cell を使った CELL REGZA と

いうテレビを 2009 年 12 月に発売した。

これは地上デジタル放送 8 チャネルを同

時に録画でき、後で見たい番組を視聴で

きるものだった。当初の実売価格は 100
万円程度したという。 

しかし、Cell を使った製品は 2010 年の

モデルまでで、2011 年には Cell を使わず

に類似のことができる製品に切り替えた。

Cell を使った製品は、価格に見合う価値

が認められなかったのだと思われる。 
  

Cell の教訓 
まず第 1 に、「CPU には汎用品を使う

方が得策になった」ということだ。ゲー

ムなど 1 つの目的に特化した CPU は、一

見効率よく高性能が実現できるように思

える。しかし、汎用品の CPU は、無駄な

機能が付いていても生産量が多いため安

く、また、半導体の最新技術を次々と取

り込んで進化を続ける。それに対し特殊

な CPU は、量産効果が上がらず、開発費

の負担が困難なため最新技術の反映が遅

れるので、長期的には汎用品に勝てない。 
性能の限界を追求するスーパーコンピ

ュータでさえ、現在は世界の上位 500 シ

ステム中の 88%に X86 系の CPU が使わ

れている。 
第 2 に、「大規模な製造ラインで生産で

きることが重要になった」ということだ。

ソニーは Cell を中心とした LSI の製造ラ

インの構築に約 2,000 億円投資したとい

う。しかし、PS 4 の CPU を生産すると

言われている TSMC は、2013 年に 90 億

ドルの設備投資を予定しているそうだ。

最先端の LSI の生産を続けるためには、

毎年 1 兆円規模の投資を続ける必要があ

る時代になった。こういう投資が可能で、

それに見合う生産量を確保できるのは、

全世界で 4 社か 5 社になりつつあると言

われている。 
今後は、これらの限られた製造ライン

のどこを使うかが重要な問題で、製品の

開発方針はそれを考慮して決める必要が

ある。 
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